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臆都留市バイオマスタウン推進地域協議会のようす

「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
バ
ラ
ン
ス
タ
ウ
ン
つ
る
」
の
推
進

臆
　
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・

バ
ラ
ン
ス
タ
ウ
ン
つ
る
」

「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
バ
ラ
ン
ス
タ
ウ
ン
つ
る
」

と
は
、
豊
か
な
「
環
境
」
を
守
り
、
育
て
、
そ

し
て
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
す
る
と
と
も

に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
健
康
的
で
環
境
の

持
続
性
を
大
切
に
す
る
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
確
立
す
る
中
で
、
環
境
を
テ
ー
マ
と
す

る
地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
、
本
市
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
　
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
「
環
境
へ
の
取
り
組
み
」
と
し
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
バ
ラ
ン
ス
タ
ウ
ン
つ
る
」

を
構
成
す
る
、
計
画
や
施
設
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

森
林
資
源
な
ど
の
有
効
利
用
。

題
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

都
留
市
は
、
2
月
2
6
日
に
農
林
水
産
省
か
ら

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
森
林
荒
廃
や
農
作
放
棄
地
の
拡
大
を
食

い
止
め
、
地
球
環
境
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
た
「
都
留
市
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
　
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
構
想
は
、
市
民
や
事
業
者
、
有

識
者
、
N
P
O
、
ま
た
、
学
生
な
ど
も
参
加
し

た
「
都
留
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
地
域
協

議
会
」
に
お
い
て
検
討
・
策
定
さ
れ
た
も
の
で

す。
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
は
「
地
域
に
お
い
て
、

様
々
な
立
場
の
方
が
集
ま
り
協
力
し
な
が
ら
、

動
植
物
か
ら
生
ま
れ
た
再
生
可
能
な
資
源
で
あ

る
バ
イ
オ
マ
ス
を
、
無
駄
な
く
有
効
的
に
活
用

し
て
い
る
ま
ち
」
　
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の

構
想
に
は
、
森
林
資
源
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
や
、
廃
棄
物
の
有
効
活
用
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
構
想
に
よ
っ
て
木
材
の
活
用
方
法
が
生

ま
れ
る
と
、
利
用
価
値
の
生
ま
れ
た
林
の
間
伐

が
促
進
さ
れ
、
森
林
に
草
木
が
生
え
、
災
害
に

強
い
森
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
切
ら
れ
た
木
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
化
石
燃
料
の
使
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
た
め
に
発
生

し
た
二
酸
化
炭
素
は
、
再
び
木
の
生
長
に
使

わ
れ
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
効
果

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
構
想
に
は
、
自
然
環

境
と
産
業
発
展
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
「
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
・
バ
ラ
ン
ス
タ
ウ
ン
」
を
実
現
さ

せ
る
た
め
の
方
向
性
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す。


